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長崎県におけるウンカ類の飛来量の地域特性

横溝徽世敏 ・難波 信行 ・小川 義雄(長 崎県総合農林試験場)

Local distribution pattern of immigrating rice planthoppers in Nagasaki 
Prefecture. Kiyotoshi YOKOMIZO, Nobuyuki NA-NBA and Yoshio OGAWA (Nagasaki 
Agricultural and Forestry Experiment Station, Isahaya, Nagasaki 854)

水 稲 の重 要害 虫で ある セジ ロウン カSagatella furctfera

 HORVATHお よび トビイロ ウン カNilafiarvata lugensSTAL

は梅雨期に海外 から飛来 して お り(岸 本 ら1972,小 川 ・

中須賀,1988,小 川 ら,1988,INOUEら,1988)ま た,

飛来量が九州地域 内で も場所 によって大 きな差 があるこ

とが知 られている(HIRAO,1985)。

長崎県 は九州西岸に位置 しウンカ類 の飛来 が多 く,こ

れ に加 えて離島 を含む複雑 な地形 が被害 発生 に地域差 を

生 じ易い と考 えられ,経 験 的に も発生の坪 と言 われ る地

区 が知 られていた。

著者 らは,農 林業地域 メッシュ情報 システ ム化のため

の,デ ーターベ ース構築の一環 として,ウ ンカ類の飛来

量 の地域特性解明に取 り組んでお り,そ の中で,1988年

と1989年 の2年 間 ウンカ類の飛来量の地域差 を調査 して

きた。今回はその調査結果の概要 につ いて報告す る。

報 告に当たり,調 査 に御協力頂い た,長 崎県病害虫防

除 所,農 業改良普及所,農 業共済組合,総 合農林試験場,

および気象解析図の提供 を頂 いた九州農業試験場,鹿 児

島県農業試験場,長 崎海洋気象台予報課の関係各位 に対

し深甚の謝意を表 す。

調 査 方 法

1.ウ ンカによる坪枯 れ常 習発生地 のアンケー ト調査

県下全農業改 良普 及所,お よび農業共済組 合を対象 に

アンケー ト調査 を行い,過 去5～10年 間の うち,ト ビイ

ロウンカが毎年のよ うに発生 し,防 除を怠 れば坪 枯れが

発生 しやすい地 点,特 に9～10月 に坪 枯れが発生 した地

点 を,坪 枯れ常習発生地 として抽出 した。

2.ウ ンカ飛来量の一斉調 査

1988年 は九州農業試験場 より,1989年 は鹿児島県農業

試験場 よりフ ァクシ ミリで送 られ た850mb面 の 気象解

析図 を参考に し,場 内に設置 したネ ッ ト トラップ,お よ

び予察灯 でウンカ類の 多飛来が観測 され た日の翌 日に一

斉 調査 を行 った。1988年 は7月18日 に134地 点,1989年

は7月10日 に159地 点 につ いて実施 した。離島部 は各所

轄農業改良普及所 に調査 を依頼 した。県本土部は総合 農

林試験場病害虫関係職員,お よび病害虫防除所職 員で5

班 を編成 し,1日 間で調査が可能な5地 域に区分 して調

査 した。

調査の方法 は各水田地帯の平均的作型の水田を1

～2筆抽 出 し,1ほ 場 当り20株 につ いて,見 取 り法によ り,

ウ ンカの種類 別に寄生虫数 を調査 した。

結 果

1.ア ンケー ト調査 による坪枯れ常習発生地

県 下で42市 町 村,110カ 所 が トビイロウンカの常 習発

生 地 と して挙 げられ た(図1)。 それ らの地点 は離島部

や本土部の西側 または南側海 岸沿 いで,小 面積の水田地

帯 に多 く,県 内最大 の水 田地帯 である諌早湾周辺地帯で

は認め られ なか った。

2.ウ ンカ類 の飛来量

1988年 の ウンカ類の飛来は6月23,24日 に少飛来が,

7月15日 か ら20日 にかけて多飛 来が認 められ た(図2)。

特に17日 は セジロウンカの飛来 が多かった。 この時の梅

雨前線 と風向風速 を図3,4に 示 したが,17日 か ら18日

にか けて は梅雨前線が ちょうど長崎 県を通過 してい た。

この年の調査結果では西彼 杵半島の西側 の谷間 に位置

す る大瀬戸町下山 が最 も密度が高 くセ ジロウ ンカが株 当

り121.8頭 で あった。続 いて西彼杵半 島西岸に位置す る

長崎市三重 の株 当り83.5頭,西 彼杵半島の付け根 に当た

り最 も くび れたところで長崎市三重 と対応 する東側大村

湾 に面 した時津町 日並の株当 り62.3頭,大 瀬戸町 多以良

の株 当 り52.6頭 であった。県下全体でのセ ジロウ ンカの

飛来量 を見 ると,西 彼杵半島の西側が最 も多 く,続 いて

同東側で,県 北,佐 世保,大 村,お よび有 明海,諌 早湾

周辺 部へ の飛来量 は少なかった(図5)。

トビイ ロウ ンカの飛来状況 は予察灯では諌早で7月15

日に,五 島岐宿 町で7月15日,16日 に多飛来が観測 され

たが,一 斉調査 による飛来量 が多か った地区は下五 島福

江 島の西 側に位 置する,玉 之浦町,岐 宿町,お よび長崎
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第1図 ア ンケー ト調査によ る坪枯れ常習発生地

第2図 予察灯 によるウンカ類 の 日別誘殺数(諌 早市)
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第3図1988年7月17～18日 の梅 雨前線の位置 第4図1988年7月17日 午前9時 の850mb面 におけ る風向風速

第5図 セジロウンカ飛来量区分図(1988年7月18日)

市の三重,多 以 良地区で あった。最 も飛来量が多か った

の は玉之浦町小川 の20株 当 り46頭 で あった。

1989年 のウ ンカ類の飛来状況 は島原市で7月1,2日

に少飛来が観測 され,7月9日 に諌早 市で多飛来が観測

され た(図2)。 梅雨前線 の動 き,お よび風向風速 図を

図6,7に 示 したが,8日 か ら9日 にかけて梅 雨前線が

北上 し,9日 か ら10日 にかけ て南下 した。 この 間850

mb面 で風速20ノ ッ トを越 える強風域 が長崎県 にかかっ

てい た。

この年の調査 でセジ ロウンカの飛来量が株当 り50頭 を

越 えた地 区は長崎市古賀,同 三重,多 以良,大 瀬戸 町下

山,西 海 町太田和,五 島有川町赤尾で あった。前年 同様 ,

西彼 杵半 島西側 を中心 と した地区で飛来が多かった。つ

いで西彼杵半 島東側,五 島列島の上五島町,若 松町,新

魚 目町,県 北地 区山間部であ った。島原半島,諌 早北高,

東彼,佐 世保 にかけての地区では少なかった。 この傾 向
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第6図1989年7月8-10日 の梅 雨前線 の位置 第7図1989年7月8日 午前9時 の850mb面 における風向風速

第8図 セジロウンカ飛来量区 分図(1989年7月10日)

は前年 とほぼ 同様 であったが,中 飛来地 区につ いては,

前年度 は島原半 島の西岸の一部にあ り,県 北地 区には無

か った。 これ に比 べ,こ の年は県北地 区にあって,県 南

部の島原半島 には無 かった(図8)。

トビイロウ ンカの飛来量 は この調査時点 では少 なく,

全調査 地点 の159地 点 中20地 点で観察 された。 この後7

月12,13日 に諌早市 の予察灯で トビイロウンカの多飛来

が観測 されたが,そ の飛来 分布につ いては調査 できなか

った。

考 察

2年 間の調査結果,い ずれ も梅雨前線が長崎県にかか

り,そ れ に添 って下層 ジェッ トが よく発達 した時にウン

カ類の 多飛来が観測 された。 これは小川 ら(1988)の 報

告 と同様,SEINO(1987)の 説 を立証 した。

県 内におけるウンカ類の飛来量の地域差は西彼杵半島

から東 に大村湾,多 良山麓の大村市方面 を横断す る線で

見 ると,西 彼杵半島の西側が最 も多く,つ いで同東側 と
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な り,大 村湾 を渡る とさらに少 な くなった。

トビイロウンカの多飛来地点 が五 島列島 の福江 島に多

く,し か も飛来密度 が高 いのは,小 川 ・中須賀(1988)

も同様 の傾向 を認めているよ うに,飛 来源 を飛び立 った

トビイ ロウンカはセジロウンカに比べ て飛行可能時間 が

短 く,し たが って,早 めに降下す ることによるものと思

われ る。すなわ ち,大 陸部で発達 した下層 ジェ ッ トの風

速が早 く,短 時間の 内に九州本土部へ達す ると,本 土部

への トビイ ロウンカの飛来割合が高 くな るもの と思われ

た。

2年 間の調査 でセジロウンカの中 ない し多飛来地点が

1年 目に比べ て2年 目がやや北に寄 ってい るのは下層 ジ

ェ ッ ト中で収斂 され たウンカ集団の通過位置がやや北に

寄 ったためと思 われ る。

長崎 県全体 を見渡 してみ ると,五 島列島を中心 とす る

離 島部 と,本 土部の西彼杵半島を中心とする西海 岸の谷

奥部 はウンカ類の飛来量が多 く,大 村 湾東側 や諌早湾,

有 明海周辺部 は相対的に少ない傾 向にある。 これ らのこ

とは,ウ ンカによる坪 枯れ常習 発生地 のアンケー ト調査

結 果 と,ほ ぼ一致す る。

今回の調査は1988～89年 の2力 年 の調査結果で あり,

両年 とも下層 ジェ ッ トの発達 が弱 い条件下 での結果で あ

る。 多飛 来を もた らす条件,す なわち飛来源 と思われ る

中国楊子 江流域 か ら東 シナ海～ 九州北部に,連 続 して下

層 ジェ ッ トが発達 した条件下での飛来量の地域特性につ

い ては,今 後 さらに検討の必要が ある。
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